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はじめに

現在、先進諸国では、多くの企業が新たな経営手法としてナレッジマネージメントを採

り入れている。これは、個人や組織が所有している「知識（ナレッジ）」を経営資源として

有効活用するためのものである。知識・情報社会において、ナレッジマネージメントは企

業の競争力を高め、さらなる成長と企業価値の増大をもたらすと言われている。

このような背景の中、プロジェクト研究「職業能力開発担当者のナレッジマネージメント

に関する研究」において、委員会・作業部会を設け、職業能力開発担当者が共有するナ

レッジは如何にあるべきかを検討することとした。

本研究テーマ「職業能力開発担当者のナレッジマネジメントに関する研究」は、文字通

り、ナレッジマネジメントとしての活用を模索したものである。情報化時代と呼ばれて久

しいが、知識・情報が財産として重要な地位を占める時代となり、財産としての価値評価

が、物の財産としての価値評価よりその相対において高い価値評価を持つ時代の到来を強

く認識することが必要である。これからの時代は、保有する知識を激変する社会環境に迅

速に適応させ、あたらしい価値の創造の源泉とすべきである。

これからの職業能力開発担当者は、知識を目に見える形で収集・蓄積し、共有して利用

していかなければならない。

社会は、これまで以上に職業能力開発の推進を重視しており、受講者の必要な知識、技

能・技術を体系的・段階的に習得させることを求められている。本報告書が職業能力開発

の高度化に寄与できると確信いたしており、関係者各位の御所見を期待するとともに、本

報告がナレッジマネジメントの試行、導入の参考になることを願う次第である。

なお、末尾ながら、本研究遂行に尽力された関係者各位に御礼申し上げます。

2004年 2月

職業能力開発総合大学校

能力開発研究センター

所長　池　本　喬　三
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